
























































































































































































4a かつどうしていて おもしろいことをみつけましたか？ 4段階
4b それは，どんなことでしたか？ 記述
Sa なにをしょうか じぶんで おもいつきましたか？ 4段階
Sb どんなことを，おもいつきましたか？ 記述
6a ともだちとちがうことを おもいつきましたか？ 4段階
6b どんなところが ちがっていましたか？ 記述
7a ともだちに みせるのは たのしかったですか？ 4段階
??? ?
7b ともだちのはっぴょうをみるのはたのしかったですか？ 4段階
Sa ともだちの おもしろいところを みつけましたか？ 4段階
Sb いくつ みつけましたか？ 記述
9a ともだちと ちからをあわせることはたのしかったですか？ 4段階
9b どんなふうに ちからを あわせましたか？ 記述
5.取り組みの成果と課題
本単元もアンケート調査を行い，前単元との比較を行った。
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＜項目 7a> ＜項目 7b>
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【にんじゃしゅぎょうのおきて】
「はじめ・なか・おわり」のある簡単な忍者の登場するお話を子どもたち一人ひとりに
考えさせ，似通った考えの子ども同士でグループ作りを行った。そしてグループごとに相
談し，自分たちが表していくお話をまとめさせていった。
お話ができあがり，グループごとに練習を！ ？待洲市川学b 明シド
じ噛~？；：をしd:?
行い，その過程でグループ相互にお互いの表
現を見合う活動を取り入れた。授業の中です
ぐに感想を出し合うことも行ったが，全員に
それぞれの感想を持たせたいと考え，アドバ
イスカードを用意し それぞれのグループに
全員からプレゼントする形をとった。
]'I•円仰ド代イス拘ード
名前｛ ） 
〈 〕！こんじゃCなりきってうごいていたね
〈 〉穴げさなうごきができていたね
〈 〉くふうレたうごさお？できていたね
〈 〉伺をあらわしたいのかよく分かったよ
【アドバイスカード】
(3）自分たちの動きをより引き立てるために～そして発表会
忍者らしいいろいろな術や動きを子どもたち一人ひとりが巻物にして表した。ウォーム
アップ時に全員やグループごとに巻物を聞き，そこに記されている動きを即興的に表して
いくことで多様な動きづくりの一助とした。
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また，ナイロン袋を用いて忍者らしい衣装づくりを行った。子どもたちは楽しみながら
思い思いにデザインを考え， 自分なりの衣装を作っていった。さらに， BGMを子どもた
ちに選択させていった。この活動は子どもたちの表現に対する意欲をいっそう引き立てる
に有効であった。
全ての準備が整い， l年生をお客様にむかえて発表会を行った。異学年に発表すること
で子どもたちはかなり緊張していたようすだったが， 1年生から拍手をもらいながら，自
分たちなりの表現を楽しむことができた。
5 実践を終えて
当初，女子の多くが「私，忍者ごっこいやなの。だって幼稚園の時，戦いばっかりだっ
たんだもの」と話していたが， 自分たちで動きを工夫し，あたかも本当にあるように，本
当にしているように見えるように工夫を重ねる中で 全員が楽しんで活動に参加すること
ができた。
今回，動きや音・衣装など様々な表現を組み合わせることを行ったわけだが，「忍者ご
っこ」という一つのテーマに沿って関連づけながらスムースに活動が進んだ。
表現活動にお互いの表現を見合う活動は不可欠であると私は考えているが，今回，お互
いの動きを見合うことで結果的に「あのグループのお話の方が楽しい」と，自分たちの作
ったお話を発表会直前になって変更したグループが多かった。これは指導者の把握不足で
あり，それぞれの表現に対してより肯定的な評価と具体的な改善点を子どもたちに提示し
ていく必要があったと考えている。また今回BGMは効果音楽のCDが中心であった。太
鼓を使う場面もあったが，より多くの楽器にふれさせることで表現方法の広がりが今後期
待できるのではないかと考えている。
また，今回はグループごとの発表を行ったが，今回の実践を通して学級で一つの発表を
創りあげていくことの可能性を感じた。結果的に一つのお話に人気が集中したということ
からこのお話を全員で分担しながらの活動していくことも発展した形として考えられるの
ではないかと思うのである。
「 「
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